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まちづくりにおける踏切解消の重要性
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自己紹介
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・道路法第31条

・道路と鉄道事業者等の鉄道とが相互に交差する場合
・・・・～(中略)～・・・・・当該交差の方式は、立体交差としな
ければならない。

踏み切りとは
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・東京23区にはなお700に近い踏切がある。パリは14箇所し
かないと言われている。

東京における踏切問題
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・

踏切対策
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踏切対策
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連続立体交差事業

①踏切解消益　②踏切事故解消益　

都市交通の発達 ・・・ 鉄道と道路の平面交差による都市問題

連 続 立 体 交 差 事 業

国庫補助による公共事業

相当する額として鉄道事業者は

事業費の 15% を負担（都区内、高架の場合）

　③高架下貸付益

｛ 高架下の85%を鉄道側が利用可能  ｝



8

連続立体交差事業の効果の例

出展：都市における道路と鉄道の連続立体交差事業に関する計画論的研究　
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連続立体交差事業の効果の例

出展：連続立体交差事業を軸とした街づくり事業の効果検討調査，建設省，1997年　

・連続立体交差事業実施箇所における沿線の建築活動活発
化化。
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連続立体交差事業の効果の例

出展：連続立体交差事業を軸とした街づくり事業の効果検討調査，建設省，1997年　
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対象地区と周辺

出展：大田区資料
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・これまで大田区で検討が進められた通り、下丸子地区の場
合踏切解消は抜本的手法によることが望ましく、環8との近
接性などから単独立体交差は困難。

・このため連続立体交差によることが望ましく、この場合単に
鉄道を立体化するのではなく、以下観点からの対応があっ
て初めて連立事業の意味が生まれる。

   a.幹線道路以外の鉄道横断円滑化

   b.沿線まちづくりのあり方に応じた関連空間の利用

   c.事業効果を受け止める沿線市街地整備等の実施

   d.そして良い駅を作ること（チャチなものにしない)

踏切解消→連続立体交差事業の実施
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   a.幹線道路以外の鉄道横断円滑化
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   c.事業効果を受け止める沿線市街地整備等の実施
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踏切解消→連続立体交差事業の実施
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・

a.幹線道路以外の鉄道横断円滑化

〇3つの踏切以外の交差箇所を増やす。
〇適切な側道を作る。
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a.幹線道路以外の鉄道横断円滑化

都内某所(様々理由があって仕方なかったのだとは思う)

写真出典：Google
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・

b.沿線まちづくりのあり方に応じた関連空間の利用

〇沿線市街地の課題に応える利用。
〇地区の将来像に資する有効な利用。
〇鉄道事業者との緊密な連携。
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小田急線世田谷地区の利用計画

資料出展：法政大学都市デザイン研究室
（複製禁止）
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小田急線世田谷・下北沢地区の線路敷の利用状況

出展：下北線路街HP
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小田急線世田谷・狛江地区の現況

資料出展：法政大学都市デザイン研究室
（複製禁止）



北彩都あさひかわ
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北彩都あさひかわ

自由な空間は高校生や旅行者の溜まり場
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北彩都あさひかわ

改札を出ると正面にSC
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・

  c.事業効果を受け止める沿線市街地整備等の実施

〇連立事業の効果を受けいれる宅地供給。
〇道路、広場など必要な都市施設の一体的な
整備。

〇低利用地の有効活用。駅前に相応しい土地
利用への転換。
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・

  京王線府中駅
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連続立体交差事業の効果の例

出展：連続立体交差事業を軸とした街づくり事業の効果検討調査，建設省，1997年　
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・

 d.そして良い駅を作ること（チャチなものにしない)

〇街路事業費の範囲で工夫、努力により極力
質の高い駅舎、高架構造物の設計。

〇公共的空間ともいうべき市民の居場所の確
保。
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北彩都あさひかわ

北口駅前広場と高架駅
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北彩都あさひかわ

道産タモ材による内装。事業費管理
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北彩都あさひかわ

四叉柱に支えられる全蓋屋根
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・

 d.そして良い駅を作ること（チャチなものにしない)
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